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■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前９時～午後５時（土、日、祝・休日を除く）

日本中小型成長株
発掘ファンド
【運用報告書（全体版）】

（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

第４ 期

決算日 2022年２月25日

受益者の皆さまへ
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上げ

ます。

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、日

本の取引所に上場している株式（ＴＯＰＩＸ100採用

銘柄を除きます。）のうち、中小型株に投資し、信託

財産の中長期的な成長を目指します。当期についても、

運用方針に沿った運用を行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／株式

信託期間 2018年４月20日から2028年２月25日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、日本
の取引所に上場している株式（上場予定
を含みます。）に投資し、信託財産の中
長期的な成長を目指します。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。

日本中小型ニューセレクトマザーファンド

日本の取引所に上場している株式

当ファンドの
運用方法

■�日本の取引所に上場している株式
（ＴＯＰＩＸ100採用銘柄を除きます。）
のうち、中小型株に投資します。

■�中小型株の中から、「チャレンジ精神
やベンチャー精神のある企業」、「競争
力のある製品・サービスを展開する企
業」、「新市場創出を目指す企業」に着
目します。

組入制限 当ファンド

■�株式への実質投資割合には、制限を設
けません。

■�外貨建資産への実質投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％以下としま
す。

日本中小型ニューセレクトマザーファンド

■�株式への投資割合には、制限を設けま
せん。

■�外貨建資産への投資割合は、信託財産
の純資産総額の10％以下とします。

分配方針 ■�年１回（原則として毎年２月25日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配金額を決定します。

■�分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■�分配金額は、委託会社が基準価額水準、
市況動向等を勘案して決定します。

※�委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

ファンドは複利効果による信託財産の
成長を優先するため、分配を極力抑制
します。（基準価額水準、市況動向等に
よっては変更する場合があります。）
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原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未

満の数値については小数を表記する場合があります。 

 
 設定以来の運用実績 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ラ ッセル野 村中小型 
インデックス（配当込み） 株 式 組 入 

比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 税 込 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 
2018年４月20日 10,000 － － 909.53 － － 514 

１期(2019年２月25日) 8,869 0 △11.3 838.53 △ 7.8 95.1 9,193 
２期(2020年２月25日) 8,141 0 △ 8.2 816.55 △ 2.6 99.0 4,572 
３期(2021年２月25日) 11,070 0 36.0 987.48 20.9 98.1 2,166 
４期(2022年２月25日) 10,752 0 △ 2.9 967.12 △ 2.1 93.5 1,265  

※ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
※ 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ 指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与す

るものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。 
※ 参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。 

 

 当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ラ ッ セ ル 野 村 中 小 型 
イ ン デ ッ ク ス （ 配 当 込 み ） 

株 式 組 入 
比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 
2021年２月25日 11,070 － 987.48 － 98.1 

２月末 10,919 △ 1.4 957.88 △3.0 98.2 
３月末 11,645 5.2 1,025.36 3.8 98.3 
４月末 11,562 4.4 994.92 0.8 98.9 
５月末 11,207 1.2 996.38 0.9 97.9 
６月末 11,582 4.6 1,011.05 2.4 99.3 
７月末 11,256 1.7 989.10 0.2 99.6 
８月末 12,198 10.2 1,020.43 3.3 97.3 
９月末 12,728 15.0 1,059.48 7.3 96.3 
10月末 12,760 15.3 1,042.99 5.6 98.5 
11月末 12,065 9.0 989.22 0.2 97.6 
12月末 12,718 14.9 1,018.59 3.2 98.1 

2022年１月末 11,100 0.3 966.25 △2.1 93.7 
(期  末)      

2022年２月25日 10,752 △ 2.9 967.12 △2.1 93.5  
※ 騰落率は期首比です。 
※ 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。   
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

基準価額等の推移
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基準価額（円）：左軸
分配金再投資基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

参考指数：左軸

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

期 首 11,070円

期 末 10,752円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －2.9％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、ラッセル野村中小型インデックス（配当込み）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。
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基準価額の主な変動要因（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、日本の取引所に上場している中小型株の中か
ら、「チャレンジ精神やベンチャー精神のある企業」、「競争力のある製品・サービスを展開する
企業」、「新市場創出を目指す企業」に着目し、投資を行いました。

上昇要因
●８月下旬から９月にかけて、菅総理が自民党総裁選挙へ不出馬を表明し、新政権への期
待が高まったこと

下落要因
●ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による金融引き締めに対する警戒感が高まったこと
●ウクライナ情勢の緊迫化で地政学リスクが高まったこと
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投資環境について（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

国内株式市場は、前期末と比較してほぼ横ばいとなりました。

期初より、世界的な景気回復期待の高まり
から上昇傾向となりました。その後は新型コ
ロナウイルスの感染再拡大への懸念や
ＦＲＢによる利上げが前倒しになる可能性
が意識されたこともあり方向感が定まらず、
８月中旬までもみ合いが続きました。
８月下旬から９月にかけて、菅総理が自民
党総裁選挙へ不出馬を表明し、新政権への期

待が高まったなどが支えとなり上昇しまし
た。その後は、年末までもみあいで推移しま
した。しかし2022年１月から期末にかけて
は、感染再拡大に加え、米国などでの金融引
き締めに対する警戒感、ウクライナ情勢の緊
迫化による地政学リスクの高まりなどから、
軟調に推移しました。期を通じてみると、国
内株式市場はほぼ横ばいとなりました。

ポートフォリオについて（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

当ファンド

期を通じて、「日本中小型ニューセレクト
マザーファンド」を高位で組み入れました。

日本中小型ニューセレクトマザーファンド

●業種配分
期首と比べサービス業、情報・通信業の比
率を引き下げた一方、化学、電気機器の比率
を引き上げました。

●個別銘柄
キョウデン、堺化学工業等を買い付けた一

方、 ポ ピ ン ズ ホ ー ル デ ィ ン グ ス、
ＫｅｅＰｅｒ技研等を売却しました。

●ポートフォリオの特性
「チャレンジ精神やベンチャー精神のある
企業」、「競争力のある製品・サービスを展開
する企業」、「新市場創出を目指す企業」に投
資した結果、電気機器、化学、ガラス・土石
製品などの業種が高い比率となっています。

6

日本中小型成長株発掘ファンド　 

交付_90950_179006_20220225_再校_日本中小型成長株発掘ファンド_905838.indd   6 2022/03/24   11:39:07

	 －	 4	 －

日本中小型成長株発掘ファンド　 

全体_90950_179006_20220225_三校_日本中小型成長株発掘ファンド_905838.indd   4 2022/04/04   10:57:31



ベンチマークとの差異について（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比

-2.9

-2.1

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

基準価額

参考指数

（％） 当ファンドは運用の指標となるベンチマー
クはありませんが、参考指数としてラッセル
野村中小型インデックス（配当込み）を設けて
います。
左のグラフは、基準価額と参考指数の騰落
率の対比です。

※基準価額は分配金再投資ベース

分配金について（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第４期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,318

当期の分配は、複利効果による信託財産の
成長を優先するため、見送りといたしまし
た。
なお、留保益につきましては、運用の基本
方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。
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当ファンド

引き続き、「日本中小型ニューセレクトマ
ザーファンド」を高位で組み入れる方針で
す。

日本中小型ニューセレクトマザーファンド

欧米での金融引き締めに対する警戒感、ウ
クライナ情勢の緊迫による地政学リスクの
高まりから、相場全体が一時的にボラタイル

（変動の激しい）な状態となっています。新型
コロナウイルス感染拡大の影響も残ってい
ますが、世界景気は総じて緩やかな回復基調
にあるとみています。企業業績は堅調であり、
時間の経過とともに、マーケットは落ち着き
を取り戻すと考えています。こうした見通し
を踏まえ、組入銘柄を選定していく方針です。
業績拡大が株価に織り込まれたと判断した
銘柄については売却し、機動性を持った運用
を行います。

２ 今後の運用方針

３ お知らせ
約款変更について

該当事項はございません。
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１万口当たりの費用明細（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a）信 託 報 酬 200円 1.694％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は11,780円です。
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：�交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンド

の管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：�ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の

実行等の対価

（投 信 会 社） （97） （0.825）

（販 売 会 社） （97） （0.825）

（受 託 会 社） （5） （0.044）

（b）売買委託手数料 56 0.471 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：�有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （56） （0.471）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c）有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：�有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d）そ の 他 費 用 1 0.006 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：�海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管およ

び資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用：�監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）

（監 査 費 用） （1） （0.005）

（そ の 他） （0） （0.001）

合 計 256 2.171

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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総経費率
1.70％

運用管理費用（投信会社）

 0.83％運用管理費用（販売会社）

0.83％

運用管理費用（受託会社）

0.04％

その他費用

0.01％

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則として、
募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が
あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は1.70％です。

日本株主還元株ファンド・ヘッジ型

1
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参考情報 総経費率（年率換算）
当ファンドの費用は以下の通りです。（マザーファンド含む）

総経費率
0.83%

運用管理費用（受託会社）

0.05%
その他費用

0.02%

運用管理費用（販売会社）

0.46%

運用管理費用（投信会社）

0.31%

※各費用は、1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
※各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値です。
※�上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（1万口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は0.00％です。
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 当期中の売買及び取引の状況 (2021年２月26日から2022年２月25日まで) 
親投資信託受益証券の設定、解約状況 

 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 

日本中小型ニューセレクトマザーファンド 385 513 774,494 954,804 
 
 
 

 親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
  (2021年２月26日から2022年２月25日まで) 

項 目 
当 期 

日 本 中 小 型 ニ ュ ー セ レ ク ト マ ザ ー フ ァ ン ド 
(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 10,798,595千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,703,379千円 
(c) 売 買 高 比 率 （ a ） ／ （ b ） 6.33   

 
※ (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※ 外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 

 

 利害関係人との取引状況等 (2021年２月26日から2022年２月25日まで) 

（1）利害関係人との取引状況 

日本中小型成長株発掘ファンド 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 

 

日本中小型ニューセレクトマザーファンド 

区       分 買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,919 927 18.9 5,878 1,102 18.8 

 
※ 平均保有割合 100.0％ 
※ 平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
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（2）売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 
項 目 当 期 

（a）売買委託手数料総額 8,216千円 
（b）うち利害関係人への支払額 1,562千円 
（c）（b）／（a） 19.0％   
 
※ 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害
関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2021年２月26日から2022年２月25日まで) 

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

 組入れ資産の明細 (2022年２月25日現在) 
親投資信託残高 

種 類 
期首(前期末) 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本中小型ニューセレクトマザーファンド 1,888,242 1,114,133 1,278,802 
 
※ 日本中小型ニューセレクトマザーファンドの期末の受益権総口数は1,114,133,756口です。 

 

 投資信託財産の構成 (2022年２月25日現在) 

項 目 
期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日 本 中 小 型 ニ ュ ー セ レ ク ト マ ザ ー フ ァ ン ド 1,278,802 99.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,934 0.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,280,736 100.0 
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 資産、負債、元本及び基準価額の状況 
  (2022年２月25日現在) 

項 目 期 末 

(A) 資 産 1,280,736,943円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 11,278   

 日本中小型ニューセレクトマザーファンド(評価額) 1,278,802,725   

 未 収 入 金 1,922,940   

(B) 負 債 15,277,514   

 未 払 解 約 金 1,922,940   

 未 払 信 託 報 酬 13,311,417   

 そ の 他 未 払 費 用 43,157   

(C) 純 資 産 総 額 ( Ａ － Ｂ ) 1,265,459,429   

 元 本 1,176,902,209   

 次 期 繰 越 損 益 金 88,557,220   

(D) 受 益 権 総 口 数 1,176,902,209口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,752円 
 
※ 当期における期首元本額1,956,804,996円、期中追加設定元本額

1,705,373円、期中一部解約元本額781,608,160円です。 
※ 上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が

投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額
（元本の欠損）となります。 

※ 上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。

 損益の状況 
  (自2021年２月26日 至2022年２月25日) 

項 目 当 期 

(A) 配 当 等 収 益 △         10円 
 支 払 利 息 △         10   
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △  9,045,704   
 売 買 益 57,541,349   
 売 買 損 △ 66,587,053   
(C) 信 託 報 酬 等 △ 29,091,616   
(D) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) △ 38,137,330   
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 154,160,300   
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 27,465,750   
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (      984,511)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 28,450,261)  
(G) 合 計 ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) 88,557,220   
 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ) 88,557,220   
 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 27,465,750   
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (      986,198)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 28,451,948)  
 分 配 準 備 積 立 金 154,160,300   
 繰 越 損 益 金 △ 38,137,330   
 
※ 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※ 株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公社

債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。 
※ 追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※ 分配金の計算過程は以下の通りです。 

 当 期 

(a) 経費控除後の配当等収益 0円 

(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 0 

(c) 収益調整金 986,198 

(d) 分配準備積立金 154,160,300 

(e) 当期分配対象額(a＋b＋c＋d) 155,146,498 

 １万口当たり当期分配対象額 1,318.26 

(f) 分配金 0 

 １万口当たり分配金 0 

 

 分配金のお知らせ 

１万口当たり分配金（税引前） 
当 期 

0円 
 
 
 

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未
満の数値については小数を表記する場合があります。 
 
 設定以来の運用実績 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ラ ッ セ ル 野 村 中 小 型 
インデックス（配当込み） 株 式 組 入 

比 率 
純 資 産 
総 額 

 
期 中 
騰 落 率  

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 ％  ％ ％ 百万円 
2018年４月20日 10,000 － 909.53 － － 514 

１期(2019年２月25日) 8,994 △10.1 838.53 △ 7.8 94.6 9,243 
２期(2020年２月25日) 8,407 △ 6.5 816.55 △ 2.6 97.9 4,621 
３期(2021年２月25日) 11,608 38.1 987.48 20.9 96.9 2,191 
４期(2022年２月25日) 11,478 △ 1.1 967.12 △ 2.1 92.5 1,278  

※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ 指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与す

るものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。 
※ 参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。 
 

 当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ラ ッ セ ル 野 村 中 小 型 
イ ン デ ッ ク ス （ 配 当 込 み ） 

株 式 組 入 
比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 
(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2021年２月25日 11,608 － 987.48 － 96.9 
２月末 11,450 △ 1.4 957.88 △3.0 98.2 
３月末 12,230 5.4 1,025.36 3.8 98.2 
４月末 12,160 4.8 994.92 0.8 98.6 
５月末 11,805 1.7 996.38 0.9 97.4 
６月末 12,215 5.2 1,011.05 2.4 98.7 
７月末 11,890 2.4 989.10 0.2 98.8 
８月末 12,898 11.1 1,020.43 3.3 97.2 
９月末 13,477 16.1 1,059.48 7.3 96.2 
10月末 13,529 16.5 1,042.99 5.6 98.2 
11月末 12,814 10.4 989.22 0.2 97.1 
12月末 13,522 16.5 1,018.59 3.2 97.5 

2022年１月末 11,832 1.9 966.25 △2.1 92.8 
(期  末)      

2022年２月25日 11,478 △ 1.1 967.12 △2.1 92.5  
※ 騰落率は期首比です。 
※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

 

  

日本中小型ニューセレクトマザーファンド
第４期（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

信託期間 無制限（設定日：2018年４月20日）

運用方針 ■�日本の取引所に上場している株式（上場予定を含みます。）の中から、利益成長率と比較して株
価が割安な企業を投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

■�銘柄選択にあたっては、中小型銘柄の中から時価総額および流動性の観点より銘柄を絞り込み、
さらに独自の定量・定性判断をベースに銘柄を選別します。
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１ 運用経過

基準価額等の推移について（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

基準価額等の推移

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

0

2,000

4,000

'21/3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1期首 期末

基準価額（円）：左軸

参考指数：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

期 首 11,608円

期 末 11,478円

騰 落 率 －1.1％

※参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドの参考指数は、ラッセル野村中小型インデックス（配当込み）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

基準価額の主な変動要因（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

当ファンドは日本の取引所に上場している中小型株の中から、「チャレンジ精神やベンチャー

精神のある企業」、「競争力のある製品・サービスを展開する企業」、「新市場創出を目指す企業」

に着目し、投資を行いました。

上昇要因
・８月下旬から９月にかけて、菅総理が自民党総裁選挙へ不出馬を表明し、新政権
への期待が高まったこと

下落要因
・ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による金融引き締めに対する警戒感が高まった
こと

・ウクライナ情勢の緊迫化で地政学リスクが高まったこと

日本中小型ニューセレクトマザーファンド
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投資環境について（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

国内株式市場は、前期末と比較してほぼ横ばいとなりました。

期初より、世界的な景気回復期待の高まりから上昇傾向となりました。その後は新型コロナウ

イルスの感染再拡大への懸念やＦＲＢによる利上げが前倒しになる可能性が意識されたこともあ

り方向感が定まらず、８月中旬までもみ合いが続きました。

８月下旬から９月にかけて、菅総理が自民党総裁選挙へ不出馬を表明し、新政権への期待が高

まったなどが支えとなり上昇しました。その後は、年末までもみあいで推移しました。しかし

2022年１月から期末にかけては、感染再拡大に加え、米国などでの金融引き締めに対する警戒感、

ウクライナ情勢の緊迫化による地政学リスクの高まりなどから、軟調に推移しました。期を通じ

てみると、国内株式市場はほぼ横ばいとなりました。

ポートフォリオについて（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

業種配分

期首と比べサービス業、情報・通信業の比率を引き下げた一方、化学、電気機器の比率を引き

上げました。

個別銘柄

キョウデン、堺化学工業等を買い付けた一方、ポピンズホールディングス、ＫｅｅＰｅｒ技研

等を売却しました。

ポートフォリオの特性

「チャレンジ精神やベンチャー精神のある企業」、「競争力のある製品・サービスを展開する企業」、

「新市場創出を目指す企業」に投資した結果、電気機器、化学、ガラス・土石製品などの業種が

高い比率となっています。

日本中小型ニューセレクトマザーファンド
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ベンチマークとの差異について（2021年２月26日から2022年２月25日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比

-1.1

-2.1

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

基準価額

参考指数

（％） 当ファンドは運用の指標となるベンチマー

クはありませんが、参考指数としてラッセル

野村中小型インデックス（配当込み）を設け

ています。

左のグラフは、基準価額と参考指数の騰落

率の対比です。

２ 今後の運用方針

欧米での金融引き締めに対する警戒感、ウクライナ情勢の緊迫による地政学リスクの高まりか

ら、相場全体が一時的にボラタイル（変動の激しい）な状態となっています。新型コロナウイル

ス感染拡大の影響も残っていますが、世界景気は総じて緩やかな回復基調にあるとみています。

企業業績は堅調であり、時間の経過とともに、マーケットは落ち着きを取り戻すと考えています。

こうした見通しを踏まえ、組入銘柄を選定していく方針です。業績拡大が株価に織り込まれたと

判断した銘柄については売却し、機動性を持った運用を行います。

日本中小型ニューセレクトマザーファンド
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 １万口当たりの費用明細 (2021年２月26日から2022年２月25日まで) 
項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要 

（a） 売 買 委 託 手 数 料 58円 0.469％ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料  （ 株  式 ） (58)  (0.469)  

（b） そ の 他 費 用 0   0.001   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用  （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  

 合 計 58   0.469    

 期中の平均基準価額は12,458円です。  
 
※ 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。
※ 比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※ 各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

 当期中の売買及び取引の状況 (2021年２月26日から2022年２月25日まで) 
株 式 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 内 
 千株 千円 千株 千円 

上 場 2,375.2 4,919,760 2,766.54 5,878,835 
 (    9.2) (       －)

 
※ 金額は受渡し代金。 
※ （ ）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
※ 管理上の都合により、一部の銘柄において属性が変わっている場合があります。 

 

 株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
  (2021年２月26日から2022年２月25日まで) 

項 目 当 期 
(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 10,798,595千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,703,379千円 
(c) 売 買 高 比 率 （ a ） ／ （ b ） 6.33   

 
※ (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※ 外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 
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 利害関係人との取引状況等 (2021年２月26日から2022年２月25日まで) 

（1）利害関係人との取引状況 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,919 927 18.9 5,878 1,102 18.8 

 
 

 
（2）売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項 目 当 期 
（a）売買委託手数料総額 8,216千円 
（b）うち利害関係人への支払額 1,562千円 
（c）（b）／（a） 19.0％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害
関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2021年２月26日から2022年２月25日まで) 

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
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 組入れ資産の明細 (2022年２月25日現在) 
国内株式 

銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（0.5％）    

ウエストホールディングス 3.64 － － 

日本電技 － 1 3,820 

太平電業 － 1 2,653 

食料品（0.6％）    

寿スピリッツ 3 － － 

Ｓ Ｆｏｏｄｓ 6.4 － － 

太陽化学 12.2 4 6,896 

ＳＴＩフードホールディングス 19.6 － － 

繊維製品（1.6％）    

ユニチカ 7 － － 

富士紡ホールディングス 3 1.8 6,327 

セーレン － 5.7 12,853 

化学（20.0％）    

石原産業 － 5.9 6,171 

大阪ソーダ － 2.3 7,061 

関東電化工業 － 4.9 5,659 

堺化学工業 － 31.3 61,066 

田中化学研究所 1 － － 

日本パーカライジング － 2 1,938 

住友ベークライト － 1.3 6,227 

旭有機材 － 6 11,916 

ニチバン － 2 3,564 

カーリットホールディングス － 3 2,043 

日本精化 － 3.2 6,755 

扶桑化学工業 － 1.5 6,847 

トリケミカル研究所 1.6 － － 

ＡＤＥＫＡ － 4.4 11,602 

石原ケミカル － 9.3 12,443 

太陽ホールディングス 1.8 － － 

コタ － 5.2 8,226 

上村工業 － 11.2 63,616 

ＪＣＵ 1.5 － － 

デクセリアルズ － 1.9 6,051 

銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

北興化学工業 1 － － 

有沢製作所 － 2.6 2,571 

藤森工業 0.5 － － 

バルカー － 4.7 12,497 

医薬品（0.5％）    

あすか製薬 7 － － 

ツムラ － 2 6,170 

石油・石炭製品（－％）    

ニチレキ 0.7 － － 

ガラス・土石製品（11.7％）    

テクノクオーツ 0.4 － － 

オハラ 8.6 － － 

東海カーボン － 0.5 535 

ノリタケカンパニーリミテド － 1.5 6,630 

ＭＡＲＵＷＡ － 4.4 65,956 

ＭＩＰＯＸ － 2 1,770 

フジミインコーポレーテッド 2.7 8.5 56,440 

ニチアス － 2.7 6,941 

非鉄金属（0.2％）    

日本電解 － 0.1 311 

昭和電線ホールディングス 61.2 0.7 1,303 

平河ヒューテック － 1 1,178 

アサヒホールディングス 5.4 － － 

金属製品（0.9％）    

トーカロ 20.9 － － 

ＳＵＭＣＯ － 1 1,857 

高周波熱錬 － 11.4 6,691 

中央発條 － 2.5 1,972 

機械（11.7％）    

日本ドライケミカル － 1 1,766 

芝浦機械 － 1.8 5,418 

アイダエンジニアリング － 6.7 6,539 

岡本工作機械製作所 － 1.4 5,551 

牧野フライス製作所 － 1.8 6,570 

旭ダイヤモンド工業 － 6.3 3,572 

日本中小型ニューセレクトマザーファンド
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銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

ソディック － 4.1 3,103 

フリュー 3 － － 

ヒラノテクシード 2.3 4.5 8,856 

タツモ － 1 1,630 

ホソカワミクロン 0.2 2.2 5,803 

ユニオンツール － 17.2 63,296 

ハーモニック・ドライブ・システムズ 11 1.4 6,489 

アネスト岩田 － 3 2,439 

竹内製作所 － 4.8 11,995 

アマノ 4.5 － － 

ＴＰＲ － 3 4,101 

ツバキ・ナカシマ 5 － － 

日立造船 － 1 760 

電気機器（26.3％）    

イビデン － 0.6 3,306 

ＰＨＣホールディングス － 0.8 1,233 

ＳＥＭＩＴＥＣ － 8.6 62,608 

日新電機 － 1.5 2,134 

ＩＤＥＣ － 5.2 12,714 

メルコホールディングス － 0.8 2,964 

ルネサスエレクトロニクス － 3.1 4,203 

ワコム － 7.4 6,304 

ＥＩＺＯ 6.1 3.1 11,160 

アンリツ － 2 3,216 

鈴木 1.5 3 2,460 

メイコー － 3.1 12,183 

日本トリム 5.7 0.8 2,193 

ローランド ディー．ジー． － 10 28,930 

ヨコオ 3.3 2.4 6,396 

マクセル － 3 3,519 

古野電気 － 2 2,098 

リオン 31.5 4 8,404 

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ － 2 6,160 

キョウデン － 106.6 62,041 

三社電機製作所 － 5 3,765 

アバールデータ 2.7 － － 

図研 － 0.5 1,607 

芝浦電子 3 8 52,880 

銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

新光電気工業 － 0.4 1,872 

ニチコン － 5.1 6,160 

輸送用機器（1.9％）    

武蔵精密工業 － 3.6 6,415 

新明和工業 － 2 1,818 

デイトナ 1 － － 

エフ・シー・シー － 4.7 6,565 

テイ・エス テック － 4.7 7,228 

精密機器（0.3％）    

日本エム・ディ・エム 5.8 － － 

松風 12.5 2.2 3,740 

その他製品（3.3％）    

トランザクション 4 － － 

前田工繊 38 2 6,500 

フルヤ金属 3.3 1.3 11,115 

ＳＨＯＥＩ 5.2 3 13,455 

パイロットコーポレーション － 0.3 1,356 

ヨネックス － 7 6,265 

陸運業（－％）    

ＳＢＳホールディングス 2 － － 

空運業（－％）    

パスコ 2 － － 

情報・通信業（1.2％）    

コア 4 － － 

ＣＲＩ・ミドルウェア 2 － － 

インターネットイニシアティブ 1.2 － － 

システム ディ 1 － － 

ギガプライズ 12 － － 

朝日ネット 26.3 － － 

ｅＢＡＳＥ 1 － － 

Ｕｂｉｃｏｍホールディングス 7.3 － － 

オークネット － 4.2 6,547 

ＲＡＫＵＭＯ 5.1 － － 

ブロードバンドセキュリティ 3 － － 

ギフティ 0.3 － － 

ベース 0.5 － － 

東計電算 － 0.5 2,475 

オリコン 104.8 － － 
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銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

アルゴグラフィックス － 0.5 1,617 

兼松エレクトロニクス － 1 3,880 

ファイバーゲート 2.9 － － 

学研ホールディングス 13.8 － － 

シーイーシー 1 － － 

クレオ 2 － － 

アイ・エス・ビー 6 － － 

卸売業（7.0％）    

レスターホールディングス 1.2 － － 

ＴＯＫＡＩホールディングス 11.6 － － 

バイク王＆カンパニー － 8.3 7,478 

コメダホールディングス 11.3 30.6 63,525 

アズワン 0.8 － － 

日本ライフライン － 1 1,035 

第一実業 － 0.3 1,282 

西本Ｗｉｓｍｅｔｔａｃホールディングス － 2.1 6,352 

コーア商事ホールディングス 5.8 － － 

イノテック － 1 1,409 

日本電計 － 1 1,356 

小売業（1.4％）    

パルグループホールディングス 13.1 4.5 6,988 

コメ兵ホールディングス － 2 3,244 

物語コーポレーション － 0.9 5,868 

Ｈａｍｅｅ 6.5 － － 

ギフト 10.3 － － 

プレナス 11.5 － － 

保険業（1.1％）    

アドバンスクリエイト － 12.6 12,511 

不動産業（1.3％）    

スター・マイカ・ホールディングス 8.9 － － 

日本管理センター 5.4 12.5 12,687 

オープンハウスグループ 3 － － 

ジェイ・エス・ビー 6.7 0.8 2,500 

カチタス 7.4 － － 

サービス業（8.7％）    

メンバーズ 40.2 － － 

銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

ギグワークス 7.9 － － 

ヒューマンホールディングス － 1 870 

アウトソーシング 1 － － 

ライク 55.7 － － 

パシフィックネット 3.7 － － 

セプテーニ・ホールディングス 6 － － 

りらいあコミュニケーションズ 8 － － 

ＫｅｅＰｅｒ技研 48.4 6 12,276 

チャーム・ケア・コーポレーション 16.3 48 57,696 

ライドオンエクスプレスホールディングス 37.5 － － 

シグマクシス・ホールディングス 23.5 － － 

エラン － 4 3,780 

ベルシステム２４ホールディングス 6 － － 

ソラスト 15 3.5 3,531 

ＭＳ－Ｊａｐａｎ 14 － － 

ブリッジインターナショナル 4.7 － － 

ピアラ 1 － － 

ギークス 13.5 － － 

ユーピーアール 6.4 － － 

カーブスホールディングス － 17.7 12,336 

Ｍａｃｂｅｅ Ｐｌａｎｅｔ 1.5 － － 

ダイレクトマーケティングミックス 7 － － 

ポピンズホールディングス 31 － － 

表示灯 － 2.5 3,325 

リログループ 1 － － 

東祥 3.5 － － 

人・夢・技術グループ － 1 1,919 

トランス・コスモス 4 － － 

日本管財 10.3 2.4 6,717 

合 計 
株 数 ・ 金 額 987.54 605.4 1,182,638 

銘柄数＜比率＞ 100 銘柄 113 銘柄 ＜92.5％＞ 
 
※ 銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
※ < >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
※ 管理上の都合により、一部の銘柄において属性が変わっている場

合があります。 
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 投資信託財産の構成 (2022年２月25日現在) 

項 目 
期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株 式 1,182,638 88.4 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 155,609 11.6 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,338,248 100.0 
 
 
 

 資産、負債、元本及び基準価額の状況 
  (2022年２月25日現在) 

項 目 期 末 

(A) 資 産 1,338,248,413円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 122,069,536   

 株 式 ( 評 価 額 ) 1,182,638,700   

 未 収 入 金 28,776,627   

 未 収 配 当 金 4,763,550   

(B) 負 債 59,393,074   

 未 払 金 57,468,595   

 未 払 解 約 金 1,922,940   

 そ の 他 未 払 費 用 1,539   

(C) 純 資 産 総 額 ( Ａ － Ｂ ) 1,278,855,339   

 元 本 1,114,133,756   

 次 期 繰 越 損 益 金 164,721,583   

(D) 受 益 権 総 口 数 1,114,133,756口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,478円 
 
※ 当期における期首元本額1,888,242,758円、期中追加設定元本額

385,001円、期中一部解約元本額774,494,003円です。 
※ 上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が

投資信託財産の計算に関する規則第55条の第10号に規定する額
（元本の欠損）となります。 

※ 期末における元本の内訳は、日本中小型成長株発掘ファンド
1,114,133,756円です。 

※ 上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。

 

 損益の状況 
  (自2021年２月26日 至2022年２月25日) 

項 目 当 期 

(A) 配 当 等 収 益 23,562,012円 
 受 取 配 当 金 23,593,890   
 受 取 利 息 370   
 そ の 他 収 益 金 384   
 支 払 利 息 △     32,632   
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 17,658,899   
 売 買 益 485,830,814   
 売 買 損 △468,171,915   
(C) そ の 他 費 用 △     10,705   
(D) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 41,210,206   
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 303,693,680   
(F) 解 約 差 損 益 金 △180,310,373   
(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 128,070   
(H) 合 計 ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ＋ Ｇ ) 164,721,583   
 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｈ ) 164,721,583   
 
※ 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※ 解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し

引いた差額分をいいます。 
 
 
 
 
 
 

 お知らせ 
＜約款変更について＞ 

該当事項はございません。 
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